
インフラ・社会基盤施設の現状
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〇予算の推移
土木部（最終）

H10:1,727億円

R6:
767億円

-56％

防災・減災、国土強靱化
のための３か年緊急対策

防災・減災、国土強靱化
のための５か年加速化対策

新幹線負担金

国民文化祭
富山県開催

2000年とやま国体

直轄事業の
維持管理負担金廃止

北陸新幹線（長野駅～
金沢駅間）開業

（参考）R6最終予算シェア
道 路 53％、河川(ダム) 19%
海 岸 2％ 、砂 防 11％
港 湾 5％ 、空 港 1％
都市計画9％

一般公共
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(2004年)

H21

(2009年)

H26

(2014年)

H31(R1)

(2019年)

R6

(2024年)

維持・更新 改良 道路予算の維持・更新と改良の境界ライン

現状

〇道路事業予算（公共）の改良予算、維持・更新予算の推移（過去３０年間）
（百万円）

笹子トンネル天井板崩落事故

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策

H24.12

H30～R2

R3～R7

※補正を含む内示額ベース
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維持・更新 建設・改良 ダム建設 河川予算の維持・更新と建設・改良の境界ライン

現状

〇河川（ダム）事業予算（公共）の建設・改良予算、維持・更新予算の推移
（過去３０年間）

（百万円）

笹子トンネル天井板崩落事故

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策

H24.12

H30～R2

R3～R7

大谷ダム建設
（S63～H10）

久婦須川ダム建設
（S63～H14）

舟川ダム建設
（H5～H24）

Ｈ6 Ｈ11 Ｈ16 Ｈ21 Ｈ26 Ｈ31（Ｒ1） Ｒ6

※補正を含む内示額ベース
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公共事業（メンテナンス補助）での補修実施橋梁数及び工事費の実績(H21～)
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工事費
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聖人橋

小矢部中橋

合口橋
鴨島橋

小矢部大堰橋

凡 例

市町村管理

国・NEXCO管理

無 印 県管理

県内の主な橋梁一覧 （七大河川に架かる主な橋）

6



架設年次別 点検結果別 橋梁数（県管理）

橋長100m以上

橋梁数：168橋

橋長15m以上100m未満

橋梁数：607橋

富山県管理 橋梁数(100m以上)

富山県管理 橋梁数(15m以上100m未満)

7

■ Ⅰ健全
■ Ⅱ予防保全段階
■ Ⅲ早期措置段階
■ Ⅳ緊急措置段階

架設50年経過橋数
2025年 74橋
→2035年 111橋

架設50年経過橋数
2025年 312橋
→2035年 452橋



架設年次別 点検結果別 橋梁数（市町村管理）

橋長100m以上

橋梁数：67橋

橋長15m以上100m未満

橋梁数：915橋

富山県内 15市町村管理 橋梁数(100m以上)

富山県内 15市町村管理 橋梁数(15m以上100m未満)

注：「全国道路施設点検データ
ベース」より県道路課が集計
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架設50年経過橋数
2025年 21橋
→2035年 38橋

架設50年経過橋数
2025年 326橋
→2035年 530橋



架設年次別 点検結果別 橋梁数（国管理）

橋長100m以上

橋梁数：74橋

橋長15m以上100m未満

橋梁数：149橋

富山県内 国管理 橋梁数(100m以上)

富山県内 国管理 橋梁数(15m以上100m未満)

注：「全国道路施設点検データ
ベース」より県道路課が集計
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架設50年経過橋数
2025年 9橋
→2035年 21橋

架設50年経過橋数
2025年 31橋
→2035年 57橋



富山県橋梁長寿命化修繕計画

〇県管理道路橋（橋長2m以上）数 3,474橋（令和７年３月末現在）
〇今後、劣化する橋梁の急増、修繕・更新の集中が見込まれる

⇒優先度の高い橋梁から修繕を実施中
〇対症療法的な維持管理から計画的かつ予防保全的な維持管理へ転換

⇒ライフサイクルコスト縮減、修繕・更新費用の平準化

【参考】
橋長100m以上 ：195橋
橋長15m以上100m未満 ：679橋
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経過年0年

(建設時)

更新・架替

大規模修繕

小規模修繕

小規模修繕の繰返し

大規模修繕 更新・架替

L C C L C C 縮減縮減
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用
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経過年0年

(建設時)

更新・架替

大規模修繕

小規模修繕

更新・架替

大規模修繕

小規模修繕

小規模修繕の繰返し

大規模修繕 更新・架替

L C C L C C 縮減縮減
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【事業概要説明図】一般国道１５６号道路橋りょう改築楮橋床版取替（南砺市楮～西赤尾地内）

【全体事業概要】
事 業 名：道路橋りょう改築費
路 線 名：一般国道156号
箇 所 名：楮橋（こうずばし 南砺市楮～西赤尾）
橋 長：106.85m（３径間）幅員：9.5m
事業期間：令和７年度～令和９年度（予定）
工事内容：床版取替（第２径間のみ）
現 状：片側交互通行規制中（R6.4～）

【位置図】

設計箇
所

庄川

←岐阜県

高岡→

片側交互規制中（R6.4～）

平面図

床版の損傷状況

床版取替範囲
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鉄筋腐食発生箇
所

更新前に、修繕が必要な橋梁の例・・・楮橋（こうずばし）

鉄筋腐食状況
（床版はつり

後）

ポットホール② 床版上面状況

③

① ②

④

主筋：D19床版下面状況

ポットホール①
床版上面状況

床版下面状況

※上鉄筋上部で縁切れ

③

① ②

④

主筋：D19

舗装損傷発生箇所

（ポットホール①）
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出典：国土地理院

国道156号に架かる橋梁

凡例
橋 梁 名（判定区分）
橋 長
架設年度

判定区分
Ⅰ：青色
Ⅱ：黄色
Ⅲ：赤色

南砺市

岐阜県白川村

小白川橋（Ⅰ）
L=126m 1974年

宮川原橋（Ⅱ）
L=128m 1978年

火の川橋（Ⅱ）
L=120m 1978年

楮橋（Ⅲ）
L=107m 1975年
(事業実施中)

赤尾橋（Ⅱ）
L=28m 1980年

新屋橋（Ⅱ）
L=90m 1959年

菅沼１号桟道橋
（Ⅰ）L=25m 1973年

菅沼２号桟道橋
（Ⅰ）L=21m 1973年

菅沼３号桟道橋
（Ⅰ）L=34m 1973年

菅沼橋（Ⅲ）
L=36m 1972年
（事業実施中）
細島１号桟道橋

（Ⅱ）L=20m 1973年

細島橋（Ⅲ）
L=102m 1979年
（事業実施中）

深谷橋（Ⅲ）
L=46m 1979年

釜谷橋（Ⅱ）
L=48m 1979年

相ノ倉桟道橋（Ⅱ）
L=100m 1973年

湯出島橋（Ⅲ）
L=454m 1976年
（事業実施中）

滝谷橋（Ⅱ）
L=16m 1972年

下梨橋（Ⅱ）
L=32m 1971年
下梨PS橋（Ⅱ）
L=27m 1971年

楮集落

西赤尾集落

新屋集落

田下集落

上平細入集落
小原橋（Ⅲ）
L=107m 1962年
（事業実施中）

皆葎集落

田向集落

上梨集落

大島集落

下梨集落

凡例
記載範囲
北陸自動車

道
国道８号

平橋（Ⅲ）
L=163m 1960年
（事業実施中）
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（百万円）

〇予算の推移
土木部（最終）

H10:1,727億円

R6:
767億円

-56％

防災・減災、国土強靱化
のための３か年緊急対策

防災・減災、国土強靱化
のための５か年加速化対策

新幹線負担金

国民文化祭
富山県開催

2000年とやま国体

直轄事業の
維持管理負担金廃止

北陸新幹線（長野駅～
金沢駅間）開業

（参考）R6最終予算シェア
道 路 53％、河川(ダム) 19%
海 岸 2％ 、砂 防 11％
港 湾 5％ 、空 港 1％
都市計画9％

一般公共
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県の道路事業予算と橋梁修繕更新

14

29,847

20,467

1,214



富山県の主要道路網(「富山県地域防災計画」における緊急輸送道路の一覧)
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道路ネットワークの一例
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「道路の維持管理」

道路予算 実施内容

維
持
管
理

区画線修繕 劣化した区画線の修繕(引き直し)

路面清掃、路肩の除草、街路樹管理
ゴミ、砂、落葉等の清掃
路肩、中央分離帯の除草、街路樹の剪定

道路パトロール 道路パトロール、24時間緊急対応（路面異常、緊急修繕等）

照明灯、電気代等
交差点やトンネルなどの照明灯の整備(LED化)
照明等の電気代

除雪情報システム等 ＷＥＢカメラ、凍結センサー、表示板の整備、除雪状況の管理

区画線の引き直し

日常的に必要不可欠な道路の維持管理は、毎年の県の税収で実施

道路照明、電気代等、
Webカメラ等各種システム

道路カメラWEBのイメージ
カメラ設置、ソフトウエアの整備

除雪機械位置情報システム

除雪状況の管理

路面清掃、除草、街路樹管理
パトロール、緊急対応等
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「道路の維持修繕」

道路予算 実施内容

維
持
修
繕

除雪 除雪費

災害防除
災害が発生しないように実施する事業
斜面にある岩の落石対策や法面のモルタル吹付など浸食防止対策等

舗装修繕 老朽化した舗装打ち換え

道路付属物 歩道橋や標識の点検、修繕

雪寒(消雪) 消雪装置の計画的な補修、更新、秋に行う点検、突発的な修繕、ポンプ運転等の電気代

除雪・消雪

道路の維持修繕は、地方債（※）＋県の税収で実施

※地方債とは、いわゆる県の借金。返済時の世代の負担となる

（除雪や災害防除などには一部国の支援あり）

道路付属物舗装修繕
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「道路の維持メンテ」
既存インフラの大規模メンテナンス

道路予算 実施内容

維
持
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス

橋梁修繕撤去
橋梁の老朽化防止(コンクリート剥離防止、クラック対策(拡大、防水)、伸縮装置
等の交換、再塗装)、既存橋梁の撤去

橋梁架替 老朽化した橋梁の架替

トンネル老朽化対策
トンネルの老朽化対策(コンクリート剥離防止、クラック対策(拡大、防水)等)、照明
灯の更新(LED化)

道路付属物老朽化対策
ロックシェッド、スノーシェッドの老朽化対策(コンクリート剥離防止、クラック対策
(拡大、防水)、再塗装等)

除雪機械購入 除雪車（ロータリー除雪機、ドーザ除雪車、歩道用除雪機械等）

橋梁修繕・撤去・架替

道路の大規模メンテは、国からの補助・交付金＋地方債＋県の税収で実施

トンネル老朽化対策 道路付属物老朽化対策

伸縮装置

ｺﾝｸﾘｰﾄの剥離防止措置
メッシュシート等を
張った施工事例

鋼製

スノーシェッド
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「道路改良」
将来に渡る大きな公共インフラ投資

道路予算 実施内容

道
路
改
良

道路拡幅 道路拡幅（２車線から４車線化、右折レーンの追加等）、バイパス道路の整備

交通安全（歩道設置） 道路が狭く危険な通学路の歩道整備

バイパス橋梁新設 バイパス道路整備に伴う新しい橋梁整備

道路(改良)拡幅

道路拡幅＋橋梁の架替

拡幅工事

道路改良は、国からの補助・交付金＋地方債＋県の税収で実施

道路拡幅 バイパス＋橋梁設置
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県内の主な橋梁一覧 （七大河川に架かる主な橋）

凡 例

県管理橋のうち、
２０００年以降竣工

国・NEXCO管理
21



路肩除草区画線

修繕

除雪
斜面

崩壊対策

トンネル
修繕

橋梁
再塗装

【参考】 道路事業の概念（イメージ）
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現状維持ライン

低

高

改
良
系

維

持

系

●人口減少のフェーズにおいて、優先度（公共サービス継続）をイメージしたもの
●一方、地域を活かす取組みをいかに支えていくか

道
路
改
良

道路拡幅

交通安全（歩道設置）

バイパス・橋梁新設

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

維

持

橋梁修繕・撤去

橋梁架替

トンネル老朽化対策

道路付属物老朽化対策

除雪機械購入

維
持
修
繕

除雪

災害防除
舗装修繕
道路付属物
雪寒(消雪)

【
優
先
度
】

維
持
管
理

区画線修繕
路面清掃、路肩の除草、
街路樹管理
道路パトロール
照明灯、電気代等
除雪情報システム等

道路拡幅
２車線→４車線



安全･安心な県土の強靱化と

地域の個性を支えるインフラへ
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